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『 人生のBIG ROCK 』  

Making of kimitachi ＝『木見立』きみたち 

 

アメリカの大学院の授業の話 

“ 「クイズの時間だ」 

教授はそう言って大きなツボを取り出して教壇へ

置いた。 

そのツボに彼は一つずつ大きな岩を詰めた。 

そしてツボが一杯になるまで岩を詰めて、彼は学

生に聞いた。 

「このツボは満杯か？」 

教室中の学生が「はい」と答えた。 

「本当に？」 

そう言いながら教授は 

教壇の下からバケツ一杯の砂利を取り出した。 

その砂利をツボに流し込み、 

ツボを揺すりながら岩と岩の間を砂利で埋めてい

く。 

そしてもう一度聞いた。 

「このツボは満杯か？」 

学生たちは答えられない。 

一人の学生が手を挙げて「多分違う」と答えた。 

教授は「そうだ」と笑い、 

今度は教壇の下から砂の入ったバケツを取り出

した。 

それを岩と砂利の隙間に流し込んで三度目の質

問を投げかけた。 

「これでツボは満杯になったか？」 

学生たちは声を揃えて「いいえ」と答えた。 

教授は水差しを取り出し、ツボの縁までなみなみ

と注いだ。 

そして彼は学生たちに最後の質問をする。 

「僕が何を言いたいか分かるだろうか？」 

一人の学生が手を挙げて答えた。 

「どんなにスケジュールが忙しい時でも、 

 最大限の努力をすれば予定を入れられるという

ことです」 

「それは違う」と教授は言った。 

「重要なポイントはそこではないんだよ」 

そして教室の学生を見回しながらゆっくりと話を

続けた。 

「この例が私たちに示している事実は、 

 まずはじめに大きな岩を先に入れない限り、 

 それが入る余地はその後二度とない、ということ

なんだ」 

君たちの人生にとって“大きな岩”とは何だろう。 

それは“自分の夢”であったり、“志”であったり、 

“愛する人”であったり、“家族”であったり……

…。 

ここで言う“大きな岩”とは、君たちにとって一番

大事なものだ。 

それを一番最初に、ツボの中に入れなさい。 

さもないと君たちはそれを永遠に失うことになる。 

もし君たちが小さな砂利や砂や、つまり自分にと

って重要度の低いものから自分のツボを満たし

ていけば、 

君たちの人生は重要ではない「何か」に満たされ

てしまう。 

そして “ 大きな岩 ”、つまり自分にとって 

一番大事なものに割く時間を失い、 

それ自体を永遠に失ってしまうだろう。 ” ⇒



 人生のｴｯｾﾝｽ･ﾒｯｾｰｼﾞ集「木見立」に込められた父母･先輩･先生の想い 

 福島高校父母と教師の会  

平成19年3月  

 

⇒ 友達に教えてもらったアメリカの大学院

の授業の話です。出典はわかりませんが、フ

ランクリン・プランナーにも同様の事が書い

てありました。 

 

私たち親にとっての「 人生の BIG ROCK 」

は、まぎれもなくキミタチです。 

目先の大学受験の合格も大切ですが、その

先にある人生は、山あり谷ありで、いろんな

困難・苦難、そしてうれしいことや楽しいこ

とが待ち構えています。 

経済的、物質的に何不自由のない順調な人

生をおくれれば、それはそれでいいのかもし

れませんが・・・・・、それだけでは無いと

思います。 

一番大切なキミタチが、これから歩んでい

く人生に、実際の人生の経験を踏まえ、私た

ち親が望むこと、それは、 

 

“キミタチが私たちと同じ年代になった

時、あるいはもっと年をとって、自分の人

生を振り返るとき、「いろいろあったけど、

生きてきてよかったなあ～ 」と振り返ら

れる豊かな人生をおくれることです。” 

 

このメッセージ集「木見立」（キミタチ）は、

親と子、先生と生徒という、180 度違う相対

のベクトルではなく、人生という長い道のり

をキミタチと同じ方向を向いて、そしてその

少し先を歩いている先輩という視点からの、

今まで生きてきた人生のエッセンスが、たっ

ぷり詰まっています。 

それはキミタチのすぐ身近な大人・父母や

先生、そして同じ高校の四半世紀前の先輩の

生の人生体験からのエッセンスです。 

このメッセージ集「木見立」が、キミタチ

にとっての「 人生の BIG ROCK 」を考える

キッカケになり、キミタチが豊かな人生をお

くれる一助となれば幸いです。 

私自身もそうでしたが、「親がわかったふり

して、立派なこと語るな！」と学生時代、親

の言うことすべてに対して否定的にとらえて

いたので、すんなり伝わるとは期待していま

せん。今は伝わらなくてもいいと思っていま

す。 

でも「人生、どうしようもない困難にさし

かったとき」（遅かれ早かれ必ずこの困難とい

うものはやってきます。）このメッセージ集を

思い出してください。そして、これだけは、

頭の片隅に入れておいてください。 

もう少しで親の手を離れ、自立し巣立って

いくキミタチを、 

「私たちは、これまでも、そしてこれからも、

木のうえに立ってずーっと、見まもっている

からね！」ということを！ 

気恥ずかしくて、面と向かって言えないけ

れど、これが私たち親の心の声です。 

 

P.S. 何の利害関係も無い、福島高校の先輩 

(S56 年第 33 回卒)に卒業満 25 周年の記念に

現役の学生のために･･･と原稿を依頼したと

ころ、とてもすばらしいメッセージをいただ

きました。また、ご協力いただきました先生

保護者の皆様に、心から感謝いたします。 

ご意見ご感想ございましたら、kimitachi@goo.jp へ 



20年後の

キミタチへ

伝える

メッセージ

[f^tr6kÍÿ/ÿ"0nR%
l�T
 j*\q� SZ^·


